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超新星爆発は宇宙に存在する元素の生産源として重要な役割を果たす。しかしながら爆発メカニズムの詳細はい
たって明らかになっていない。我々は爆発の物理に迫る試みとして超新星残骸 (SNR)にのこる鉄およびクロム、マ
ンガン、ニッケルなどの稀少元素に着目した。これら元素の生成量は爆発環境に特にセンシティブなためである。
そこで我々は、「すざく」衛星に搭載されている X線 CCD カメラの高感度を生かした、超新星残骸の稀少元素探
査を開始した。
タイコ SNR においてクロム、マンガンが検出されたことは既に報告済みである (玉川ほか 2008年秋年会)。我々

はこれに続き、1604年にケプラーが観測した超新星爆発の残骸、ケプラー SNRを観測した。解析の結果、初め
てケプラー SNRから稀少元素を検出することに成功した。クロム輝線の中心エネルギーとフラックスはそれぞれ
5.48±0.03 keV、7.8±2.5 photons cm−2 s−1、マンガン輝線のそれらは 5.98±0.04 keV、6.5+2.4

−2.2 photons cm−2 s−1

と求まった。タイコ SNRととくに異なるのは、マンガン/クロムのフラックス比が大きいことと、タイコ SNRで
は見えなかったニッケル存在の兆候が確認されたことである。ニッケルの存在は爆発モデルの良い制限となり得る
が、ニッケル輝線付近 (∼8 keV)には検出器由来のバックグラウンドも存在するため慎重な評価を必要とする。
今回は 1) ケプラー SNRとタイコ SNRのマンガン/クロムのフラックス比の比較、2) バックグラウンドの詳細

な評価とニッケルの含有量決定、3) 解析結果と爆発モデルの比較について報告する。


